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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　用紙を給紙するための、第１給紙ユニット及び前記第１給紙ユニットとは異なる第２給
紙ユニットと、
　前記第１給紙ユニットがユーザーにより操作された場合、前記第１給紙ユニットに対す
るユーザー操作に基づいて、前記第１給紙ユニットに対する用紙設定画面として、前記第
１給紙ユニットから給紙される用紙に関する情報を設定するための第１設定画面を表示部
に表示させ、前記第２給紙ユニットがユーザーにより操作された場合、前記第２給紙ユニ
ットに対するユーザー操作に基づいて、前記第２給紙ユニットに対する用紙設定画面とし
て、前記第２給紙ユニットから給紙される用紙に関する情報を設定するための第２設定画
面を前記表示部に表示させる表示制御手段と、
を備え、
　前記表示制御手段は、前記第１設定画面が表示されている状態でユーザーにより前記第
２給紙ユニットが操作された場合、表示中の前記第１設定画面内における所定アイテムへ
のユーザー指示が行われる前の状態では前記第２設定画面を表示せず、前記所定アイテム
へのユーザー指示に基づいて前記第２設定画面を表示し、
　前記第１設定画面内における前記所定アイテムへの前記ユーザー指示に基づき、前記第
１設定画面における前記第１給紙ユニットに対する用紙設定は終了することを特徴とする
印刷装置。
【請求項２】
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　前記表示制御手段は、前記第１設定画面が表示されている状態で、ユーザーにより前記
第２給紙ユニットが操作された場合、前記所定アイテムへのユーザー指示が行われる前の
状態では、前記第１設定画面を表示中の前記表示部の表示は、前記第２給紙ユニットの操
作に基づいて変化させないことを特徴とする請求項１に記載の印刷装置。
【請求項３】
　前記所定アイテムは、前記第１給紙ユニットに対して前記用紙に関する情報を登録する
ための登録ボタンであることを特徴とする請求項１又は２に記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記所定アイテムは、前記第１給紙ユニットに対して前記用紙に関する情報を登録する
ための設定を終了するためのキャンセルボタンであることを特徴とする請求項１又は２に
記載の印刷装置。
【請求項５】
　前記表示制御手段は、前記第１設定画面が表示されている状態で、ユーザーにより前記
第１給紙ユニットが再操作された場合、前記第１設定画面を表示中の前記表示部の表示は
前記再操作に基づいて変化させないことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記
載の印刷装置。
【請求項６】
　前記表示制御手段は、前記第２設定画面が表示されている状態で、ユーザーにより前記
第１給紙ユニットが操作された場合、前記第２設定画面における所定アイテムへのユーザ
ー指示が行われる前の状態であっても、前記第１給紙ユニットの操作に基づいて、前記第
１設定画面が表示されることを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の印刷装
置。
【請求項７】
　前記第１給紙ユニットは前記第２給紙ユニットよりも、優先度が高く設定されているこ
とを特徴とする請求項６に記載の印刷装置。
【請求項８】
　前記第１給紙ユニットから給紙されて搬送された用紙に記録が行われる場合のスループ
ットは、前記第２給紙ユニットから給紙されて搬送された用紙に記録が行われる場合のス
ループットよりも高いことを特徴とする請求項６又は７に記載の印刷装置。
【請求項９】
　前記第１給紙ユニットから所定の搬送ローラまでの搬送経路上における距離は、前記第
２給紙ユニットから前記所定の搬送ローラまでの搬送経路上における距離よりも近いこと
を特徴とする請求項６から８のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項１０】
　前記表示制御手段は、前記第１設定画面が表示されていない状態で、ユーザーにより前
記第２給紙ユニットが操作された場合、前記第２給紙ユニットの操作に基づいて前記第２
設定画面を表示することを特徴とする請求項１から９のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項１１】
　前記第１給紙ユニットに対するユーザー操作に基づいて前記第１設定画面が表示されて
いる状態では、前記第２給紙ユニットに対する用紙設定として、前記第２給紙ユニットか
ら給紙される用紙に関する情報は表示されていないことを特徴とする請求項１から１０の
いずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項１２】
　前記第１給紙ユニットが前記印刷装置の所定部に挿入されたことを検知する第１検知手
段と、
　前記第２給紙ユニットが前記印刷装置の所定部に挿入されたことを検知する第２検知手
段と、
をさらに備え、
　前記第１給紙ユニットが挿入されたことを前記第１検知手段が検知した場合、前記表示
制御手段は、前記第１検知手段による検知に応じて、前記第１設定画面を前記表示部に表
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示させ、
　前記第１設定画面が表示されている状態で、前記第２給紙ユニットが挿入されたことを
前記第２検知手段が検知したとしても、前記表示制御手段は、前記所定アイテムへのユー
ザー指示が行われる前の状態では、前記第２設定画面を表示しないことを特徴とする請求
項１から１１のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項１３】
　前記第１給紙ユニットが前記印刷装置の所定部から抜かれたことを検知する第１検知手
段と、
　前記第２給紙ユニットが前記印刷装置の所定部から抜かれたことを検知する第２検知手
段と、
をさらに備え、
　前記第１給紙ユニットが抜かれたことを前記第１検知手段が検知した場合、前記表示制
御手段は、前記第１検知手段による検知に応じて、前記第１設定画面を前記表示部に表示
させ、
　前記第１設定画面が表示されている状態で、前記第２給紙ユニットが抜かれたことを前
記第２検知手段が検知したとしても、前記表示制御手段は、前記所定アイテムへのユーザ
ー指示が行われる前の状態では、前記第２設定画面を表示しないことを特徴とする請求項
１から１１のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項１４】
　前記第１設定画面は、前記第１給紙ユニットから給紙される用紙のサイズと種類に関す
る情報を登録可能な画面であり、
　前記第２設定画面は、前記第２給紙ユニットから給紙される用紙のサイズと種類に関す
る情報を登録可能な画面であることを特徴とする請求項１から１３のいずれか１項に記載
の印刷装置。
【請求項１５】
　前記第１給紙ユニットは、用紙を給紙する第１カセットであり、前記第２給紙ユニット
は、用紙を給紙する第２カセットであることを特徴とする請求項１から１４のいずれか１
項に記載の印刷装置。
【請求項１６】
　前記第１設定画面内における前記所定アイテムへのユーザー指示に基づき、前記第１給
紙ユニットに対して前記用紙に関する情報が登録されることを特徴とする請求項１から１
５のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項１７】
　前記用紙に印刷を行う印刷手段をさらに備えることを特徴とする請求項１から１６のい
ずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項１８】
　前記印刷手段は、インクジェット方式により前記用紙に印刷を行うことを特徴とする請
求項１７に記載の印刷装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　情報処理装置には、給紙カセットの挿入を検知し、その給紙カセットの登録画面を自動
で表示する機能が知られている。特許文献１では、カセットの開閉状態とカセットの用紙
有無とから用紙タイプ設定対象カセットを決定する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
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【特許文献１】特開２００４－３４７１１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１では、給紙カセット挿入時に給紙カセット情報の設定画面が
表示される装置において、ある給紙カセットに関する登録画面の表示中に同じ給紙カセッ
トを再度挿抜した場合、再び登録画面が表示される。ユーザーが登録画面を操作中の場合
、操作中の画面の上に新たに同じ給紙カセットの登録画面が表示されることになり、ユー
ザビリティが低下してしまう。
【０００５】
　また、給紙カセットが複数ある場合、ある給紙カセットの登録画面の表示中に異なる給
紙カセットを連続して挿抜した場合、複数の給紙カセットに対する登録画面が給紙カセッ
トの挿抜の度に交互に出ることになり、ユーザーユーザビリティが低下してしまう。
【０００６】
　本発明は、上述した事情に鑑み、被記録媒体の情報を設定する際のユーザビリティを向
上させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明に係る印刷装置は、用紙を給紙するための、第１給紙
ユニット及び前記第１給紙ユニットとは異なる第２給紙ユニットと、前記第１給紙ユニッ
トがユーザーにより操作された場合、前記第１給紙ユニットに対するユーザー操作に基づ
いて、前記第１給紙ユニットに対する用紙設定画面として、前記第１給紙ユニットから給
紙される用紙に関する情報を設定するための第１設定画面を表示部に表示させ、前記第２
給紙ユニットがユーザーにより操作された場合、前記第２給紙ユニットに対するユーザー
操作に基づいて、前記第２給紙ユニットに対する用紙設定画面として、前記第２給紙ユニ
ットから給紙される用紙に関する情報を設定するための第２設定画面を前記表示部に表示
させる表示制御手段と、を備え、前記表示制御手段は、前記第１設定画面が表示されてい
る状態でユーザーにより前記第２給紙ユニットが操作された場合、表示中の前記第１設定
画面内における所定アイテムへのユーザー指示が行われる前の状態では前記第２設定画面
を表示せず、前記所定アイテムへのユーザー指示に基づいて前記第２設定画面を表示し、
前記第１設定画面内における前記所定アイテムへの前記ユーザー指示に基づき、前記第１
設定画面における前記第１給紙ユニットに対する用紙設定は終了する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、被記録媒体の情報を設定する際のユーザビリティを向上させることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施形態１に係る印刷装置の外観を示す概略図である。
【図２】実施形態１に係る印刷装置の用紙搬送部分の構成を示す概略図である。
【図３】実施形態１に係る印刷装置の制御の構成を示すブロック図である。
【図４】実施形態１に係る印刷装置の給紙カセット検知ハンドラーのフローチャートであ
る。
【図５】実施形態１に係る表示処理における用紙情報の設定画面の一例を示す図である。
【図６】実施形態１に係る表示処理の概要を示すフローチャートである。
【図７】実施形態１に係る表示処理のフローチャートである。
【図８】実施形態１の制御におけるユーザー動作と画面表示を説明した図である。
【図９】実施形態１の制御におけるユーザー動作と画面表示を説明した別の図である。
【図１０】実施形態２の制御におけるユーザー動作と画面表示を説明した図である。
【図１１】実施形態３に係る表示処理における優先度の設定画面の一例を示す図である。
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【図１２】実施形態３に係る表示処理における優先度テーブルの一例を示す図である。
【図１３】実施形態４に係る表示処理のフローチャートである。
【図１４】実施形態４に係る表示処理におけるスタックテーブルの一例を示す図である。
【図１５】実施形態４に係る表示処理における優先度テーブルの一例を示す図である。
【図１６】他の実施形態に係る用紙搬送部分の構成を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　（実施形態１）
　以下、本発明を実施するための形態について図面を用いて説明する。なお、この実施形
態で用いる装置の各構成要素の相対配置、装置形状等は、あくまで例示であり、これに限
定されるものではない。図１は、本発明の一実施形態に係る印刷装置の外観を示す概略図
である。本実施形態では、印刷装置として、読取機能（スキャナ）を有するＭｕｌｔｉ　
Ｆｕｎｃｔｉｏｎ　Ｐｒｉｎｔｅｒ（ＭＦＰ）を例に挙げて説明するが、これに限定され
るものではなく、例えば、印刷機能のみを有するものであってもよい。
【００１１】
　図１において、印刷装置１００は、原稿台１０１と、原稿蓋１０２、複数の給紙カセッ
ト（給紙カセット１、給紙カセット２）、排紙トレイ１０５と、を有する。
【００１２】
　原稿台１０１はガラス状の透明な台であり、原稿を載せてスキャナで読み取る時に使用
する。原稿蓋１０２は、スキャナで読取を行う際に読取光が外部に漏れないようにするた
めの蓋であり、原稿台１０１を覆うことができるように構成されている。各給紙カセット
（給紙カセット１０３、給紙カセット１０４）は、様々なサイズや紙種の用紙をセットす
ることができる。給紙カセット１０３～１０４にセットされた用紙は、一枚ずつ印刷部に
搬送され、印刷部により印刷がされると、排紙トレイ１０５から排出される。なお、本実
施形態では、図１に示すように、給紙カセットを２つ搭載した装置を例に挙げて説明した
が、給紙カセットは、１つ以上であればよく、１つであっても３つ以上であってもよい。
【００１３】
　また、印刷方式は、後述する画像印刷用液体インクを用いたインクジェット方式による
画像の印刷には限らない。記録剤として固形インクを用いてもよいし、トナーを用いた電
子写真方式や昇華方式など種々のものを採用可能である。また、複数色の記録剤を用いた
カラー記録を行うものには限らず、黒色（グレーを含む）のみによるモノクロ記録を行う
ものとしてもよい。また、印刷は、可視画像の印刷には限らず、不可視もしくは視認が困
難な画像の印刷としてもよいし、一般的な画像以外の、例えば配線パターン、部品の製造
における物理的パターン、ＤＮＡの塩基配列等のプリントなど種々のものの印刷としても
よい。つまり、記録剤を記録材に付与可能なものであれば種々のタイプの印刷装置に適用
可能である。
【００１４】
　また、本実施形態では、被記録媒体として用紙を例に挙げて説明するが、被記録媒体の
材質は紙には限らず、印刷処理可能なものであれば種々のものを用いることができる。
【００１５】
　図２は、本実施形態に係る印刷装置１００における印刷機構部分の内部構成を示す概略
図である。印刷装置１００は、給紙カセット２０１、給紙カセット２０２、排紙トレイ２
０３を有し、それぞれ、図１の給紙カセット１０３、給紙カセット１０４、排紙トレイ１
０５に対応する。また、印刷装置１００は、印刷ユニットとして、印刷ヘッド２１２、キ
ャリッジ２１３、及びガイドレール２１４を有する。
【００１６】
　給紙カセット２０１に積載された記録用紙Ｓ１は、不図示の搬送モータにより駆動され
る給紙ローラ２０４によりピックアップされ、搬送ローラ２０５、搬送ローラ２０６の間
に送られ、搬送ローラ２０５及び２０６により搬送される。搬送ローラ２０５、搬送ロー
ラ２０６により搬送された記録用紙Ｓ２は、用紙搬送ガイド２０７、用紙搬送ガイド２０
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８を含む搬送路によりＵターン搬送され、搬送ローラ２０９及び搬送ローラ２１０へ送ら
れる。図示しないが、給紙カセット２０２に積層された記録用紙をピックアップできるよ
うに給紙ローラが設けられ、ピックアップされた記録用紙を搬送できるように搬送ローラ
が設けられている。これにより、給紙カセット２０２に積層された記録用紙は、ピックア
ップされ、搬送路に搬送される。
【００１７】
　さらに、記録用紙Ｓ２は、プラテン２１１上を搬送される。記録用紙Ｓ２を挟んでプラ
テン２１１と対向する位置には、印刷ヘッド２１２を搭載したキャリッジ２１３が設けら
れている。キャリッジ２１３は、ガイドレール２１４に沿って不図示のキャリッジモータ
により往復駆動される。印刷ヘッド２１２に駆動パルスを印加することにより記録用紙Ｓ
２上に記録画像が形成される。画像が形成された記録用紙Ｓ２は、さらに、搬送ローラ２
０９、搬送ローラ２１０よりも搬送方向の下流側に設けられている排紙ローラ２１５、排
紙ローラ２１６により搬送され、排紙トレイ２０３に排出される。排紙トレイ２０３には
、画像が形成された記録用紙Ｓ２、すなわち、印刷済みの記録用紙Ｓ２が積層される。
【００１８】
　キャリッジ２１３には、用紙センサ２１８が設けられており、プラテン２１１上に記録
用紙Ｓ２が存在するか否かを検出することができる。用紙センサ２１８は、例えば、反射
型の光学センサからなり、用紙センサ２１８の出力レベルを取得することにより、上述し
た検出を行うことができる。本実施形態では、用紙センサ２１８がキャリッジ２１３に設
けられているため、キャリッジ２１３を移動しながら用紙センサ２１８の出力レベルを取
得することにより、プラテン２１１上に搬送されている記録用紙Ｓ２の用紙の端部位置を
検出することができる。
【００１９】
　また、給紙カセット２０１及び給紙カセット２０２には、それぞれカセットセンサ２１
９及びカセットセンサ２２０が設けられており、給紙カセットが挿入もしくは抜去された
ことを検知することができる。
【００２０】
　図３は、本実施形態における印刷装置１００の制御の構成を示すブロック図である。印
刷装置１００は、ＣＰＵ３０１、プログラムメモリ３０３、データメモリ３０４を有する
。また、印刷装置１００は、インタフェース制御回路３０７、モータ制御回路３０９、ヘ
ッド制御回路３１３、センサ制御回路３１４、パネル制御回路３１７、メモリカード制御
回路３２１、スキャナ制御回路３２４を有する。これらは内部バス３０２を介して接続さ
れる。
【００２１】
　ＣＰＵ３０１は、マイクロプロセッサ（マイクロコンピュータ）形態の中央演算処理部
であり、プログラムの実行やハードウェアの起動により印刷装置１００全体の動作を制御
する。プログラムメモリ３０３は、ＲＯＭであり、ＣＰＵ３０１が実行するためのプログ
ラムや印刷装置１００の各種動作に必要な固定データを格納する。データメモリ３０４は
、ＲＡＭからなり、ＣＰＵ３０１のワークエリアとして用いられたり、種々の受信データ
の一時格納領域として用いられたり、各種設定データを記憶させたりする。データメモリ
３０４は、ＣＰＵ３０１が制御プログラム実行に際して利用するワークメモリ３０５、記
録用紙上に形成される画像データを格納する画像メモリ３０６などの用途に利用される。
【００２２】
　ＣＰＵ３０１は、インタフェース制御回路３０７を制御し、外部インタフェースを経由
して接続されているホストコンピュータ３０８から印刷するジョブデータを受け取ったり
、印刷装置のステータスをホストコンピュータ３０８へ通知したりすることができる。
【００２３】
　ＣＰＵ３０１は、モータ制御回路３０９を介して、印刷装置１００の機構を駆動する各
種モータを制御することができる。搬送モータ３１０は、給紙ローラ２０３、搬送ローラ
２０５、２０６、２０９、２１０、排紙ローラ２１５、２１６を駆動し、記録用紙を給紙
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トレイから排紙トレイ２０３に至るまでの搬送を行う。キャリッジモータ３１１（図３で
はＣＲモータと記載）は、キャリッジ２１３の往復駆動を行う。回復モータ３１２は、ヘ
ッド回復機構の駆動を行い、キャリッジ２１３の駆動と同期して制御することで印刷ヘッ
ド２１２の状態を適切に保つための回復動作を実行する。
【００２４】
　ＣＰＵ３０１は、ヘッド制御回路３１３を介して印刷ヘッド２１２を制御することがで
きる。キャリッジ２１３の往復動作と同期して印刷ヘッド２１２を制御することで記録用
紙上に画像形成を行う。
【００２５】
　ＣＰＵ３０１は、センサ制御回路３１４を介して用紙センサ２１８のセンサ光源３１５
を制御したり、用紙センサ２１８の光学センサ３１６の出力電圧を取得したりすることが
できる。また、ＣＰＵ３０１は、センサ制御回路３１４を介して各種カセットセンサを制
御することができる。給紙カセット１用のカセットセンサ２１９及び給紙カセット２用の
カセットセンサ２２０は、例えば、フォトインタラプタとメカスイッチで構成されている
。各カセットセンサは、印刷装置１００に対してユーザーが給紙カセットを挿入、もしく
は抜去したことを検知し、センサ制御回路３１４を介してＣＰＵ３０１がその検知を取得
することができる。
【００２６】
　ＣＰＵ３０１は、パネル制御回路３１７を介して印刷装置１００の外面に設けられた操
作パネル３１８を制御する。操作パネル３１８は、例えば、ハードキー群３１９と、表示
装置３２０とを有する。パネル制御回路３１７は、操作パネル３１８上に配置された表示
装置３２０に所望の情報を表示したり、同じく操作パネル３１８上のハードキー群３１９
へのユーザーからの操作を監視したりすることができる。
【００２７】
　ＣＰＵ３０１は、スキャナ制御回路３２４を介して図１では不図示のスキャナ３２５を
制御することができ、スキャナ３２５の原稿台に乗せられた原稿画像を読み取ることがで
きる。
【００２８】
　ＣＰＵ３０１は、メモリカード制御回路３２１を介して印刷装置１００の外面に設けら
れたメモリカードスロット３２２に装着されたメモリカード３２３内の各種ファイルを読
み書きすることができる。スキャナ３２５で読み取った画像は、データメモリ３０４中の
画像メモリ３０６に格納された後、ホストコンピュータ３０８に送信したり、メモリカー
ド３２３に画像ファイルとして保存したりすることができる。また、スキャナ３２５で読
み取った画像をそのまま印刷機構を制御して印刷することで、コピー機能として利用する
ことも可能である。
【００２９】
　ここで、印刷装置１００に給紙カセットが挿入されたことを検知し、対応する用紙情報
（被記録媒体情報）の設定画面を表示する際の制御について説明する。なお、設定画面に
より設定された用紙情報に基づいて、印刷装置の各種動作、例えば、印刷制御、搬送制御
等が実行される。
【００３０】
　印刷装置１００のＣＰＵ３０１は、プログラムメモリ３０３内のリアルタイムＯＳの周
期ハンドラーを用いて、所定の周期で給紙カセット検知処理を実行する。給紙カセット検
知処理を実行する周期は、あらかじめ決められており、給紙カセット挿抜による制御を行
うのに十分な時間が設定される。本実施形態では、３００ｍｓ周期としたが、周期はこれ
に限定されるものではない。カセットセンサ２１９又は２２０によって給紙カセットの挿
入が検出された場合、操作パネル３１８を制御するＣＰＵのパネルタスクにその検出を通
知する。本実施形態では、給紙カセットが複数あるため、この処理は給紙カセット毎に行
われ、異なる給紙カセットの挿入は、区別して検知される。
【００３１】
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　図４を用いて、給紙カセット検知処理について説明する。図４は、ＣＰＵ３０１がプロ
グラムメモリ３０３に格納されたプログラムをデータメモリ３０４にロードして実行する
処理の流れである。なお、図４に示す給紙カセット検知処理は１周期毎に行われる。給紙
カセット検知処理を開始すると、Ｓ４０１では、カセット１の挿入を検知したか判定する
。カセット１の挿入を検知したと判定したら、カセット挿入をＣＰＵ３０１に通知し（Ｓ
４０２）、Ｓ４０３へ進む。カセット１の挿入を検知しない場合、そのままＳ４０３へ進
む。Ｓ４０３では、カセット２の挿入を検知したか判定する。カセット２の挿入を検知し
たと判定したら、カセット挿入をパネルタスクに通知し（Ｓ４０４）、処理を終了する。
カセット１の挿入を検知しない場合、処理を終了する。このように、カセット１又はカセ
ット２の挿入が検知されると、パネルタスクに通知され、通知されない場合はそのまま処
理を終了する。
【００３２】
　カセットセンサにより給紙カセット挿入の検知がパネルタスクに通知されると、印刷装
置１００の表示装置３２０には、図５に示すような用紙情報の設定画面が表示され、ユー
ザーの入力を受け付ける。ユーザーはこの設定画面を操作することで、挿入した給紙カセ
ットに積載されている用紙の情報を入力する。
【００３３】
　図５は、カセットセンサ１が、給紙カセットの挿入を検知した場合に、表示装置３２０
に表示される設定画面である。設定画面５０１には、カセット１に設定する用紙情報の設
定を促すメッセージが表示される。本実施形態では、図５（ａ）に示すように、「カセッ
ト１の用紙情報を登録してください。」と表示される。
【００３４】
　ここで、表示装置３２０の表示制御は、ＣＰＵ３０１がパネル制御回路３１７を介して
行う。本実施形態では、操作パネル３１８は、タッチパネルからなるものとするが、これ
に限定されず、タッチパネルセンサを備えていない通常のＬＣＤ等のディスプレイであっ
てもよい。タッチパネルは、タッチパネルセンサを有し、指や導電性の媒体などの接触や
近づくことにより生ずる静電容量の変化を静電容量の変化を検出することにより、タッチ
操作の有無及びタッチされた位置を検出する。タッチパネルセンサは、ＣＰＵ３０１の制
御により、ユーザーが液晶ディスプレイの表面を触る「タッチ操作」、タッチした指を動
かさずに離す「タップ操作」、タッチした指を移動させる「ドラッグ操作」を検出する。
【００３５】
　サイズの横の領域をタッチすると、図５（ｂ）に示すように、サブウィンドウ５０２が
設定画面５０１を覆うように表示される。サブウィンドウ５０２で、所定のサイズをユー
ザーがタッチすることにより、サイズが選択される。また、種類の横の領域をタッチする
と、図５（ｃ）に示すように、サブウィンドウ５０３が表示画面５０１を覆うように表示
される。サブウィンドウ５０３で、所定の種類をユーザーがタッチすることにより、用紙
の種類が選択される。なお、表示されるサブウィンドウ５０２やサブウィンドウ５０３は
、表示数に制限があるため、リストに含まれるサイズ又は種類が多い場合は、プルダウン
でユーザーが選択できるように表示する。また、設定画面において、ユーザー操作前のデ
フォルトの状態では、サイズ及び種類には、前回設定したサイズ及び種類がそれぞれ表示
される。
【００３６】
　そして、図５（ａ）の設定画面において、登録ボタンがタッチされると、ユーザー入力
が受け付けられて、給紙カセット１の用紙情報の設定は終了する。なお、本実施形態では
、設定画面５０１には、登録ボタンを表示するものとしたが、登録ボタンとキャンセルボ
タンを備えるものとしてもよい。この場合は、キャンセルボタンがタッチされた場合も、
給紙カセット１の用紙情報の設定は終了する。
【００３７】
　給紙カセット２の用紙情報の設定の場合は、「カセット１の用紙情報を登録してくださ
い。」の代わりに、「カセット２の用紙情報を登録してください。」と表示される以外は
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、図５と同様であるので、説明を省略する。
【００３８】
　なお、設定画面の表示方法は、図５に示すものに限定されるものではない。例えば、図
５では、登録ボタンを表示するものとしたが、これを表示せずに、操作パネル３１８の表
示装置３２０の外部に設けられたボタンの押下に応じて、設定を終了するようにしてもよ
い。また、進むボタンを表示し、進むボタンのタッチの検知に基づいて、設定を終了する
ようにしてもよい。
【００３９】
　また、各給紙カセットには、それぞれ優先度が設定されている。本実施形態では、２つ
の給紙カセットに同じ用紙が積載されることを想定し、スループットが高い給紙カセット
の優先度を高く設定する。本実施形態の場合、給紙カセットと搬送ローラとの距離がより
近い給紙カセット１の方が給紙カセット２よりもスループットは高いので、給紙カセット
１の優先度を高く設定する。
【００４０】
　ここで、図６を用いて、給紙カセットの用紙情報の設定画面が表示されている最中に、
他の給紙カセットが挿入された時の、画面表示制御を説明する。図６は、本実施形態に係
る表示処理の概要を表したフローチャートである。図６は、ＣＰＵ３０１がプログラムメ
モリ３０３に格納されたプログラムをデータメモリ３０４にロードして実行される。
【００４１】
　Ｓ６０１で、印刷装置１００の表示部に用紙情報の設定画面が表示されているとする。
このとき、設定画面の表示は、任意の給紙カセットの挿入が検知されたことに基づき実行
されたものであってもよいし、用紙情報の設定登録がユーザー操作により指示されたこと
に基づき実行されたものであってもよい。
【００４２】
　その後、ステップＳ６０２で給紙カセットの挿入検知を受けると、挿入を検知した給紙
カセットの優先度に応じて動作を変える。具体的には、表示部に表示中の設定画面に対応
する給紙カセット（図５の場合、給紙カセット１）の優先度と、挿入を検知した給紙カセ
ットの優先度を比較することにより表示方法を決定する。
【００４３】
　１つ目のパターンは、表示中の設定画面に対応する給紙カセットが、設定画面の表示中
に再び挿入された場合である。設定画面の表示中に検知した給紙カセットが、設定画面が
表示されている給紙カセットと同一である場合（Ｓ６０３）、その検知に応じた用紙情報
の登録画面を表示させない（Ｓ６０４）。残りのパターンは、複数の給紙カセットを持つ
印刷装置において、表示中の設定画面に対応する給紙カセットとは異なる給紙カセットが
挿入された場合である。設定画面の表示中に挿入が検知された給紙カセットが、表示中の
設定画面に対応する給紙カセットよりも優先度が低い場合（Ｓ６０５）、その検知に対す
る表示動作は延期し、現在の設定画面の表示を続ける（Ｓ６０６）。一方、設定画面の表
示中に挿入された給紙カセットが、表示中の設定画面に対応する給紙カセットよりも優先
度が高い場合（Ｓ６０７）、その検知に対する表示動作を割り込ませる（Ｓ６０８）。具
体的には、現在の設定画面の表示を挿入された給紙カセットの設定画面の表示に切り替え
る。
【００４４】
　なお、本実施形態では、この３パターンの処理を複合して実装することを想定している
が、独立して実装されていても良い。また、本実施形態では、表示部に表示中の設定画面
に対応する給紙カセットの優先度と、挿入を検知した給紙カセットの優先度が同じ場合は
、給紙カセットが同一である場合である。しかしながら、給紙カセットを３以上含む場合
は、給紙カセットの優先度が同じであっても異なる給紙カセットの場合もある。この場合
は、Ｓ６０６と同様に、表示動作を延期すればよい。
【００４５】
　図７は、図６に示す表示処理をさらに詳細に示したフローチャートの一例である。Ｓ７
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０１で、給紙カセットについて、用紙情報の設定画面が表示されている。ここで、表示さ
れている設定画面は、複数の給紙カセットの挿入が検知された状態の場合は、現在検知し
ている給紙カセットの中で一番優先度が高いものが表示される。
【００４６】
　Ｓ７０２において、設定画面を介した用紙情報の設定が終了したか判定し、設定が終了
した場合は、Ｓ７０８へ進み、設定が終了していない場合は、Ｓ７０３へ進む。
【００４７】
　Ｓ７０３において、給紙カセットの挿入を検知したか判定する。給紙カセットの挿入を
検知しない場合は、Ｓ７０２へ戻る。これにより、新たに給紙カセット挿入を検知するま
で、装置の状態を監視する。一方、Ｓ７０３で、給紙カセットの挿入を検知すると、その
給紙カセットが現在表示中の設定画面に対応する給紙カセット、もしくはサスペンドして
いる給紙カセット（保留している給紙カセット）と同一であるかを判断する（ステップＳ
７０４）。本実施形態では、給紙カセットには、それぞれ異なる優先度を設定しているた
め、優先度を用いて同一か否かを判断する。なお、３以上の給紙カセットを備える場合も
、それぞれ異なる優先度を設定している場合は、給紙カセットが同一かの判断に優先度を
用いることができる。なお、挿入した給紙カセットと同じか否かの判定は、これに限定さ
れず、例えば、給紙カセットの挿入の通知元が同じであるかに基づいて、挿入した給紙カ
セットが同じか判定してもよい。
【００４８】
　Ｓ７０４において、同一であると判断された場合、その給紙カセットに対する設定画面
を表示せず、Ｓ７０１に戻り、用紙情報の設定画面の表示を続行する。これにより、同一
の給紙カセットに対する設定画面の再表示は行われない。一方、同一でないと判断された
場合、Ｓ７０５に進み、優先度は、後から挿入された給紙カセットが、現在表示中の設定
画面に対応する給紙カセットの優先度よりも高いか判定する。後から挿入した給紙カセッ
トの優先度が高い場合（Ｓ７０５でＹｅＳ）、その給紙カセットを現カセットに変更し、
今まで表示していた設定画面の給紙カセットをサスペンド状態（保留状態）とする（Ｓ７
０６）。すなわち、その給紙カセットの用紙情報の設定画面を表示する。そして、Ｓ７０
１へ戻る。一方、後から挿入した給紙カセットの優先度が低い場合（Ｓ７０５でＮｏ）、
その給紙カセットに対する用紙情報の設定画面をサスペンド状態とし（Ｓ７０７）、現在
の画面表示を継続し、Ｓ７０１へ戻る。このように、判定結果に基づいて、現在表示中の
設定画面を保留するか、挿入した給紙カセットの設定画面を保留するかを決定する。ここ
で、本実施形態では、表示装置３２０に表示する設定画面を入れ替えるようにしたが、こ
れに限定されるものではない。例えば、既に表示中の設定画面の上に、優先度の高い給紙
カセットに対応する設定画面を表示することにより、既に表示されていた設定画面をサス
ペンド状態とするようにしてもよい。そして、優先度の高い給紙カセットに対応する設定
画面の設定が終了すると、当該設定画面が消えることにより、既に表示されていた設定画
面が最上面に表示されるようにすればよい。
【００４９】
　Ｓ７０２の判定で設定が終了すると、Ｓ７０８でサスペンドした給紙カセットがあるか
の判定を行う。サスペンドした給紙カセットが無い場合（Ｓ７０８でＮｏ）、もう表示す
る用紙情報の設定画面は無いので、処理を終了する。サスペンドしたカセットがある場合
（Ｓ７０８でＹｅｓ）、ステップＳ７０９でその給紙カセットを現カセットに変更し、用
紙情報の設定画面を表示し、Ｓ７０１へ戻る。
【００５０】
　図８は、同じ給紙カセットが再挿入された場合の制御を、ユーザーの動作と表示部の画
面表示に注目して説明する図である。本実施形態では、ユーザーが給紙カセットを抜き去
ったタイミングではなく、ユーザーが給紙カセットの挿入動作をしたタイミングで、装置
の表示部に、その給紙カセットに対する用紙情報の設定画面を表示する。なお、ユーザー
が給紙カセットを抜き去ったタイミングで用紙情報の設定画面を表示するようにしてもよ
い。その後、再びユーザーが同じ給紙カセットの挿抜を行った場合、画面には設定画面を
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表示しない。すなわち、同じ給紙カセットが再挿入された場合は、設定画面の再表示を行
わない。
【００５１】
　図９は、設定画面表示中に異なる給紙カセットが挿入された場合の制御を、ユーザーの
動作と表示部の画面表示に注目して説明する図である。ここでは、給紙カセット１と給紙
カセット２の２つの給紙カセットを持つ装置において、給紙カセット１、給紙カセット２
の順に挿抜を行ったケースを例に挙げて説明する。
【００５２】
　図９は、給紙カセット１の優先度が高い場合の処理である。ユーザーが給紙カセット１
を挿入したタイミングで、装置の表示部には、その給紙カセット１に対する用紙情報の設
定画面を表示する。その後ユーザーが給紙カセット２の挿抜を行った場合、給紙カセット
２の優先度は、現在表示中の設定画面に対応する給紙カセット１の優先度よりも低いため
、画面表示はサスペンドされる。その後、給紙カセット１の設定が終了すると、サスペン
ドされていた給紙カセット２に対する設定画面を表示する。
【００５３】
　本実施形態では、給紙カセットの情報の設定画面が表示されている間は、同じ給紙カセ
ットによる新たな挿入検知に基づく表示動作を無視することができる。また、優先度が高
い給紙カセットに関する設定画面が表示されている間は、その給紙カセットより優先度の
低い給紙カセットの挿入検知に基づく表示動作を延期できる。さらに、優先度が低い給紙
カセットの情報の設定画面が表示されている場合は、その給紙カセットより優先度の高い
給紙カセットの挿入検知に基づく表示動作を割り込ませることができる。したがって、ユ
ーザーが同じ設定を複数回行うことを防ぐことができると共に、常に優先度が高い給紙カ
セットの設定画面を表示するので、優れたユーザビリティを実現することができる。また
、優先度に応じて設定画面が表示されるので、設定すべき給紙カセットの順番が明確にな
る。
【００５４】
　（実施形態２）
　実施形態１では、給紙カセット同士の優先度を、印刷スループットに基づいて決定する
ことについて説明した。これに対し、本実施形態では、使用頻度に基づいて、各給紙カセ
ットの優先度を決定する。なお、所定期間における使用回数を取得し、取得した使用回数
に基づいて、優先度を決定するようにしてもよいし、予め使用頻度を予測して、優先度を
決定するようにしてもよい。
【００５５】
　印刷装置によっては、例えば、各給紙カセットに対応する用紙、すなわち、各給紙カセ
ットに収納可能な用紙が異なる場合がある。具体的には、たとえば、給紙カセット１が写
真紙などの小さいサイズの特殊紙、給紙カセット２が、写真紙などの小さいサイズの特殊
紙に加えて、普通紙や大きいサイズの用紙などに対応している場合がある。この場合、全
ての用紙に対応する給紙カセット２の使用頻度が高いことが想定される。したがって、本
実施形態では、ユーザビリティを向上させるために、ユーザーの使用頻度が高いと想定さ
れる給紙カセット２の優先度を予め高く設定する。なお、実施形態１と同一のものには同
一の符号を付し、重複する説明は省略する。
【００５６】
　図１０は、設定画面表示中に異なる給紙カセットが挿入された場合の制御を、ユーザー
の動作と表示部の画面表示に注目して説明する図である。ここでは、給紙カセット１と給
紙カセット２の２つの給紙カセットを持つ装置において、給紙カセット１、給紙カセット
２の順に挿抜を行ったケースを例に挙げて説明する。図９とは異なる点は、給紙カセット
２の優先度が高い点である。
【００５７】
　ユーザーが給紙カセット１を挿入したタイミングで、装置の表示部には、その給紙カセ
ット１に対する用紙情報の設定画面を表示する。その後ユーザーが給紙カセット２の挿入
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を行った場合、給紙カセット２の優先度が現在表示中の設定画面に対応する給紙カセット
１の優先度よりも高いため、給紙カセット２の画面表示を割り込ませ、表示していた給紙
カセット１の画面表示はサスペンドされる。その後、給紙カセット２の設定が終了すると
、サスペンドされていた給紙カセット１に対する設定画面を再び表示する。
【００５８】
　本実施形態では、実施形態１と同じ効果を得ることができる。
【００５９】
　なお、ここでは、使用頻度に基づいて、優先度を設定するものとしたが、給紙カセット
の優先度の設定は、これに限定されず、製品仕様等によって適宜設定すればよい。
【００６０】
　（実施形態３）
　実施形態１及び２では、印刷装置に予め優先度が設定されているものとしたが、本実施
形態では、優先度をユーザーによって任意に設定できるものとする。なお、実施形態１と
同一のものには同一の符号を付し、重複する説明は省略する。
【００６１】
　図１１は、表示装置３２０に表示する優先度の設定画面の一例である。この優先度の設
定画面は、ユーザー操作に基づいて表示するようにしてもよいし、装置の初期起動や再起
動等の所定のタイミングで表示するようにしてもよい。ユーザーは、表示装置３２０に表
示される設定画面を介して、各給紙カセットに対して優先度を設定する。ＣＰＵ３０１は
、その入力に対応して、給紙カセットと優先度の対応テーブルを作成する。テーブルの例
は図１２に示す。作成されたテーブルは、図７のＳ７０５の判定の際に、ルックアップテ
ーブルとして参照する。
【００６２】
　本実施形態では、実施形態１と同様の効果を得ることができる。さらに、任意に優先度
を変更できるので、ユーザーの装置の利用の仕方に合わせて、より各ユーザーのユースケ
ースに合った設定が可能であり、ユーザビリティを向上させることができる。
【００６３】
　（実施形態４）
　実施形態１では、給紙カセットが２つの場合を説明したが、これに限定されず、３つ以
上の給紙カセットにも対応可能である。本実施形態では、３つ以上の給紙カセットを備え
る場合について図１３～１５を用いて説明する。なお、実施形態１と同一のものには同一
の符号を付し、重複する説明は省略する。
【００６４】
　図１３は、図７のフローチャートを３つ以上の給紙カセットに対応させたものであり、
基本的な処理の流れは図７と同じである。図１４は、ＣＰＵ３０１がプログラムメモリ３
０３に格納されたプログラムをデータメモリ３０４にロードして実行される。
【００６５】
　図１３では、Ｓ７０６及びＳ７０７において、優先度が低い給紙カセットをサスペンド
するが、３つ以上の給紙カセットに対応する場合、サスペンドされる給紙カセットは複数
になる。このため、本実施形態では、サスペンドされた給紙カセットを記憶しておく領域
をＲＡＭに用意する。サスペンドされた給紙カセットは、自身の優先度と共にＲＡＭにス
タックされる。図１３（ａ）はその概念図である。ここではカセット１、カセット３、カ
セット２の順にスタックされており、優先度はカセット３、カセット２、カセット１の順
に高いとする。この優先度は、実施形態３のようにユーザーが任意に設定できても良く、
その場合は、図１２で示した優先度テーブルは、図１５のように複数カセットに対応した
形で作成する。
【００６６】
　Ｓ７０８において、サスペンドしたかセットがあると判定された場合、ステップＳ１４
０９でサスペンドした給紙カセットを現カセットに変更する。このとき、スタックされた
給紙カセットの中から、最も優先度が高い給紙カセットを検索し、それを現カセットとす
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削除されることで、図１４（ｂ）の状態になる。
【００６７】
　本実施形態では、給紙カセットが３つ以上の場合でも、実施形態１と同様の効果を得る
ことができる。
【００６８】
　（他の実施形態）
　なお、本発明は上述した実施形態に限定されるものではない。例えば、給紙カセットの
優先度は、予め装置に設定されている優先度をユーザーが変更できるようにしてもよい。
【００６９】
　また、上述した実施形態では、給紙ユニットとして給紙カセットを例に挙げて説明した
が、給紙カセット以外の給紙ユニットであってもよい。給紙ユニットとしては、例えば、
ＡＳＦ（ＡｕｔｏＳｈｅｅｔＦｅｅｄｅｒ）や手差しユニット等が挙げられる。図１６に
示す印刷装置は、図２の構成図にＡＳＦを加えたものであり、給紙ユニット以外の部分は
同じであるため、説明を省略する。ＡＳＦは、ＡＳＦトレイ１７０１、カバー軸１７０２
、インナーカバー１７０３、ＡＳＦセンサ１７０４を備える。ＡＳＦでは、記録用紙がＡ
ＳＦトレイ１７０１の上に積載され、搬送される。カバー軸１７０２を軸として開閉する
インナーカバー１７０３の開閉を給紙カセットの挿抜と同等に扱えばよい。すなわち、イ
ンナーカバー１７０３を閉じる操作を、給紙カセット挿入と同等の操作として扱う。イン
ナーカバー１７０３の開閉の検出は、ＡＳＦセンサ１７０４で行う。センサ１７０４は、
例えば、カセットセンサ２１９、２２０と同じ構成とする。また、優先度の設定について
は、例えば、ＡＳＦはユーザーが使用したい時に特殊紙を積載するケースが多いため、最
も高く設定する。そして、残りの給紙カセットは実施形態１と同様に、スループットの高
い給紙カセット１の優先度を給紙カセット２よりも高く設定する。すなわち、給紙ユニッ
トの優先度は、ＡＳＦ、給紙カセット１、給紙カセット２の順に高く設定する。なお、勿
論、実施形態２と同様に、使用頻度に基づいて決定してもよいし、他の条件に基づいて決
定してもよいし、ユーザーが決定してもよい。
【００７０】
　また、給紙カセットが１つの場合、操作中の画面の上に新たに同じ給紙カセットの登録
画面が表示されないように制御する。
【００７１】
　また、上述した実施形態では、印刷装置が制御装置を備えるものとしたが、これに限定
されるものではない。図１の印刷装置と接続されたプリンタドライバを有する外部装置の
表示部に設定画面を表示する場合や、外部装置からの指示で当該印刷装置の表示部に設定
画面を表示する場合は、この外部装置が制御装置となる。
【００７２】
　上述した実施形態は、以下の処理を実行することによっても実現される。すなわち、上
述した実施形態の機能を実現するソフトウエア（プログラム）を、ネットワーク又は各種
記憶媒体を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ
（ＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。また、プログラム
は、１つのコンピュータで実行させても、複数のコンピュータを連動させて実行させるよ
うにしてもよい。また、上記した処理の全てをソフトウエアで実現する必要はなく、処理
の一部または全部をＡＳＩＣ等のハードウェアで実現するようにしてもよい。また、ＣＰ
Ｕも１つのＣＰＵで全ての処理を行うものに限らず、複数のＣＰＵが適宜連携をしながら
処理を行うものとしてもよい。 
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